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特集「総合戦略策定」

まちの話題・町民フェア

お知らせ

玉黄金

３月号の主な内容「前川橋」渡り初め

　平成２２年の豪雨災害で被災した中戸口集

落の橋梁「前川橋」が完成しました。３月

１２日に渡り初めがあり、地域住民は戸口地

区の日常に欠かすことができない〝生活のか

け橋〟の復活を喜びました。
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づ
け
。
国
の
総
合
戦
略
が
定
め
る

政
策
分
野
の
う
ち
、
特
に
①
地
方

に
お
け
る
安
定
し
た
雇
用
を
創
出

す
る
②
地
方
へ
の
新
し
い
人
の
流

れ
を
つ
く
る
‐
に
注
力
し
ま
す
。

　
「
町
内
で
稼
ぐ
人
・
企
業
を
増

や
す
」
た
め
の
問
題
整
理
と
し

て
、
27
年
度
は
各
事
業
所
や
地
域

団
体
代
表
、
役
場
職
員
な
ど
へ
の

ヒ
ア
リ

ン
グ
と

ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
を
実

施
。
町

や
集
落

の
活
性

化
に
必

要
な
こ
と
や
人
口
減
少
の
要
因
な

ど
を
吸
い
上
げ
ま
し
た
。

町
民
総
所
得
増
に
結
び
つ
け

　

総
合
戦
略
で
は
、
地
域
経
済
の

振
興
を
推
進
す
る
た
め
に
『
地
域

資
源
を
活
か
し
て
島
内
外
の
市
場

を
拡
大
し
、
雇
用
を
生
み
出
す
た

つ
ご
う
』『
稼
ぐ
人
材
と
企
業
が

の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
と

も
に
、
将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
あ

る
社
会
を
維
持
し
て
い
く
方
針
を

打
ち
出
し
、
全
国
の
自
治
体
で
総

合
戦
略
が
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
は
27
年
５
月
に
「
龍
郷
町

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
推
進
本
部
」（
本
部
長
・
徳
田

康
光
町
長
）
を
立
ち
上
げ
、
総
合

戦
略
策
定
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
課
題
抽
出

　

総
合
戦
略
は
、
人
口
流
出
の
主

た
る
要
因
を
地
域
経
済
の
低
迷
で

あ
る
と
し
、
地
域
経
済
の
振
興
に

特
化
し
た
「
重
点
計
画
」
と
位
置

全
国
で
も
動
き

　

日
本
創
生
会

議
・
人
口
減
少
問

題
検
討
分
科
会
が

２
０
４
０
年
（
平
成

52
年
）
ま
で
に
全
国

約
１
８
０
０ 

の
自

治
体
の
う
ち
５
２
３

が
消
滅
す
る
可
能
性

が
あ
る
と
指
摘
。
平

成
26
年
11
月
に
国
が

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
法
」
を
制

定
し
ま
し
た
。

　

同
法
で
は
、
人
口

「
育
ち
」「
集
ま
り
」「
活
躍
す
る
」

た
つ
ご
う
』
を
目
標
に
設
定
し
て

い
ま
す
。

　

32
年
４
月
時
点
の
達
成
指
標

は
、
町
内
総
生
産
１
７
８
億
円
（
24

年
度
比
８
億
３
３
０
０
万
円
増
）、

町
民
総
所
得
１
２
９
億
５
千
万
円

（
同
比
６
億
１
７
０
０
万
円
増
）、
就

業
人
口
２
５
５
１
人
（
同
比
増
減

な
し
）
な
ど
も
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

主
な
施
策
と
し
て
、
地
元
製
造

業
者
や
生
産
者
と
島
内
外
の
ク
リ

エ
イ
タ
ー
に
よ
る
商
品
開
発
コ
ン

ペ
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
配

置
な
ど
77
事
業
を
展
開
。
新
規
事

業
創
出
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し

て
「
町
に
飛
び
出
せ
！
若
者
会
議

（
Ｄ
ｒ
ａ
ｇ
ｏ
ｎ　

Ｂ
ｏ
ｗ
ｌ
）」

も
立
ち
上
げ
ま
す
。

　

２
０
６
０
年
（
平
成
72
年
）
の

目
標
人
口
は
、
10
年
（
22
年
）
の

９
割
に
あ
た
る
５
４
６
８
人
に
設

定
。
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
を
達
成
す

る
と
と
も
に
、
活
力
の
あ
る
龍
郷

町
を
将
来
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た

め
の
取
り
組
み
を
本
格
化
さ
せ
て

い
き
ま
す
。

「龍
郷
町
創
生
総
合
戦
略
」
策
定

町
内
で
稼
ぐ
人
・
企
業
を
増
や
そ
う
！

　

人
口
減
少
や
地
域
経
済
の
低
迷
な
ど
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、

龍
郷
町
は
「
龍
郷
町
創
生
総
合
戦
略
」（
以
下
、
総
合
戦
略
）
を

策
定
し
ま
し
た
。
総
合
戦
略
の
基
本
理
念
は
「
町
内
で
稼
ぐ
人
・

企
業
を
増
や
す
」。
産
金
学
官
労
言
や
他
市
町
村
と
の
広
域
的
連

携
や
奄
美
群
島
成
長
戦
略
推
進
交
付
金
の
活
用
な
ど
を
図
り
、
地

域
経
済
の
振
興
を
目
指
し
ま
す
。

　

計
画
期
間
は
、
平
成
27
年
度
～
31
年
度
（
５
カ
年
）
で
す
。

町
内
で
稼
ぐ
人
・
企
業
を
増
や
そ
う
！
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　奄美大島へのミカンコミバエの再侵入により、植物防疫法に基づく緊急防除による規制対象品
目の島外移動規制が昨年１２月からはじまりました。
　町では、国や県と連携して計画的な防除に取り組んでいます。
　ミカンコミバエが特に好み、寄生しやすい植物は「バンジロウ」（グアバ）「アセロラ」「モモ
タマナ」の３樹種です。特に、バンジロウは集落内や果樹園など広範囲に植えられています。ま
た、廃屋や野良バンジロウも多く、管理面に不安が残ります。

必要以上のバンジロウや野良バンジロウは強めの剪定をしましょう

落下果実などはビニール袋に入れてゴミ処理しましょう

自生している
「野良果実」

はありませんか？ 大木は管理が困難なため低く剪定し直しましょう不要果実は撤去しましょう

集落ぐるみで適正に管理しましょう！



広報たつごう　4

　龍郷町民フェア前夜祭（龍郷町文化協会主催）が
２月 20 日（土）、体育・文化センターりゅうゆう
館でありました。コーラスや舞踊、大正琴演奏など
11 団体が出演。日々の練習の成果を存分に発揮し、
会場を盛り上げました。
　それぞれの団体は、公民館講座を中心に年間通し
て活動し、生涯学習に取り組んでいます。

歌に踊りに演奏
町民フェア前夜祭

趣向を凝らした各団体のステージ

Tatsugo  Town  Topics

~ 最近の「まちの話題」~
　「TATSUGO　TOWN　TOPICS」では、たつごうに関する話題

を紹介します。町民の希望と笑顔いっぱいのシーンをご覧ください。

　読者の皆様からの情報提供もお待ちしています。

　　龍郷町役場総務企画課　　メール koho@town.tatsugo.lg.jp

☎ 0997-69-4512　FAX0997-62-2535

龍郷町の人口
平成28年 2月末現在

世帯数
人　口

男
女

前月比

2,981
6,093
2,957
3,136

　同
   -6
　-8
　+2

▲

　龍郷町は３月５日（土）、東京都の奄美群島アンテ
ナショップ・ぐーんと奄美で、物産展「奄美 龍郷フェ
ア～南の島から幸来たる～」を開催しました。徳田

康光町長も試飲試食を勧め
るなど、〝トップセールス〟
で龍郷町をＰＲしました。
　会場では、黒糖菓子や果
物加工品、黒糖焼酎などの
販売のほか、移住相談など
も受け付けました。

南の島のおもてなし
東京で龍郷フェア

▲

　西郷隆盛一族を中心に歴史を学ぶ志塾・西郷塾が
このほど、「西郷隆盛かるた」を制作しました。郷
土歴史教育のために、町内小中学校に寄贈しました。
　かるたの絵札は 44 枚。龍郷町で謫居生活を送っ
た西郷隆盛に関する言葉をまとめています。
　販売などのお問い合わせは☎０９９７－６２－
５１３９（久保明雄さん）まで

「西郷隆盛かるた」完成
志塾西郷塾が制作

このほど完成した「西郷隆盛かるた」

▲
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　龍郷町の文化の祭典「第 17 回
龍郷町民フェア」が２月 21 日（日）、
体育・文化センターりゅうゆう館
でありました。舞台発表やバザー、
講演など様々な催しを目当てに多
数の来場があり、会場は活気にあ
ふれました。＝各種被表彰者は６
ページ以降に掲載＝
　舞台発表では、保育園児の遊戯
のほか、秋名、龍瀬両小学校の劇、
龍南中学校の吹奏楽、玉里集落の
八月踊りなどを展開。講演では、
あまみエフエムディ！ウェイブの
麓憲吾さんが「島興しは島戻し！」をテーマに地域活性化について訴えました。
　そのほか、地場農林水産物や大島紬の展示即売、健康相談コーナーなどもありました。

第 17回龍郷町民フェア
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 町 民 フ ェ ア 表 彰

健 

康 

長 

寿 

表 

彰

里  八重
手広

作下  愛子
赤尾木

竹山  ミ子コ
芦徳

豊山  トミコ
赤尾木

作下  純則
赤尾木

奥山  よネ
秋名

圓  デンコ
円

　

90
歳
以
上
で
こ
れ
ま
で
介
護
保
険
の
利
用
が
な
く
、
元
気

で
自
立
し
た
生
活
を
送
ら
れ
て
い
る
方
が
対
象
で
す
。高

齢
者
よ
い
歯
の
表
彰

　

80
歳
以
上
で
、
自
分
の
歯
を
20
本
以
上
保
持
し
て
い
る
方
が
対
象
で
す
。

（敬称略）

健 

康 

長 

寿 

努 

力 

表 

彰

　

90
歳
以
上
で
、
健
康
づ
く
り
に
努
め
て
過
去
３
年
間
介
護
保
険
の
利
用
が
無
く
、
元
気

に
自
立
し
た
生
活
を
送
ら
れ
て
い
る
方
が
対
象
で
す
。

竹山  俊一
芦徳

奥田  サキ
浦

𠮷川  ユキエ
川 内

柿  ミツエ
浦

山田  キヱ
秋名

山元  律子
龍郷

山田  義厚
大勝

里  トキヱ
中戸口

牧  シモ
芦徳

阿部  美津子
手広

久保  絹代
玉里

亀井  邦俊
浦

竹山  竹一
赤尾木

里  利雄
赤尾木

田畑  實秀
赤尾木

松井  辰彦
赤尾木

【お名前のみ】
中江 慶三郎

龍郷
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▼
大
島
紬
功
労
者
の
部

・
染
色　

福
山  

幸
司
（
芦
徳
）

・
織
り　

築
地  

タ
エ
子
（
赤
尾
木
）

▼
大
島
紬
の
部

・
龍
郷
柄
の
部

　

德
田  

チ
エ
（
興
紬
商
店
）

　

阿
世
知  

敏
子
（
興
紬
商
店
）

・
９
マ
ル
キ
の
部

　

渡  

キ
代
子
（
興
紬
商
店
）

・
７
マ
ル
キ
の
部

　

勝
山  

多
枝
子
（
前
田
紬
工
芸
）

　

榊  

辰
子
（
前
田
紬
工
芸
）

　

嘉  

伸
江
（
興
紬
商
店
）

　

嘉
原  

志
保
子
（
愛
か
な
工
房
）

・
そ
の
他

　

柳
原  

ヨ
ネ
子
（
前
田
紬
工
芸
）

▼
そ
の
他
の
部

・
観
光
部
門　

里  

直
道
（
手
広
）

・
感
謝
状　

笠
利
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

★５歳児むし歯ゼロ表彰★

林  泰
た い き

生
玉里

瀬崎  蒼
そうすけ

介
玉里

山田  小
こ は る

春
芦徳

重山  斗
と お ま

真
幾里

辺木  凪
な ぎ さ

沙
安木屋場

内野  歩
あゆみ

龍郷
岩崎  想

そう

久場

前田  海
み は な

花
大勝

長島  音
ね ね

々
大勝

久倉  海
か い む

夢
浦

松井  こはる
浦

渡  愛
ま な と

翔
浦

猿渡  のかぜ
大勝

近藤  地
ち ひ ろ

浩
赤尾木

山口  大
た い が

虎
下戸口

横山  榮
えいきち

吉
大勝

岡江  幸
こ は る

陽
中勝

中村  優
ゆ う か

花
中勝

目迫  由
ゆ り あ

梨亜
中勝

井上  もえ
赤尾木

　

平
成
27
年
度
の
特
定
健
診
受
診

率
が
高
く
、
集
落
一
体
と
な
っ
て

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る

集
落
で
す
。

第
１
位　

円
集
落　
　

57
・
78
％

第
２
位　

赤
尾
木
集
落
42
・
96
％

第
３
位　

幾
里
集
落　

34
・
15
％

特
定
健
診
表
彰

産 

業 

部 

門

榊  章
しょうたろう

太郎
芦徳

德永  貴
よ し と

斗
芦徳

別府  愛
あ い る

琉
芦徳

　

平
成
27
年
度
５
歳
児
歯
科
検
診
で
１
本
も
虫
歯
が
な
か
っ

た
子
ど
も
た
ち
で
す
。
定
期
的
な
歯
磨
き
や
正
し
い
食
生
活

な
ど
を
心
が
け
、
む
し
歯
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
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軽自動車税の納付は５月末
　平成 28 年度から、軽自動車税納付期限が４月末日から５月末日に変更となります。

▼お問い合わせ先　龍郷町役場町民税務課軽自動車税係　℡６９－４５１３

鹿児島県

最低賃金

　鹿児島県下のすべての労働者に適用されま

す。ただし、左下表記載の産業に該当する場

合は、各産業別最低賃金が適用されます。

●最低賃金は、臨時、パート、アルバイトなどすべての労働者
に適用され、使用者は労働者に対し、最低賃金額以上の賃金を
支払わなければなりません。
●特定最低賃金（産業別最低賃金）は、県内の特定の産業の労
働者と使用者に適用されます。地域別と産業別の両方の最低賃
金が同時に適用される場合には、高い方の最低賃金額以上の賃
金を支払わなければなりません。
≪お問い合わせ先≫鹿児島労働局☎０９９－２２３－８２７８

電子部品・デバ

イス・電子回路、

電気機械器具、

情報通信機械器

具製造業

自動車（新車）
小売業

産業名 時間額
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学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
、

各
種
学
校
（
修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ

る
課
程
）
に
在
学
す
る
学
生
で
、
本
人

の
前
年
所
得
が
規
定
式
で
計
算
し
た
金

額
以
下
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

【
所
得
の
め
や
す
】

　
　

１
１
８
万
円
＋

（
扶
養
親
族
等
の
数
×
38
万
円
）

　

特
例
の
承
認
期
間
は
４
月
か
ら
翌
年

３
月
ま
で
で
す
。
承
認
を
受
け
た
次
の

年
度
も
在
学
予
定
で
引
き
続
き
同
制
度

を
希
望
す
る
揚
合
は
、
４
月
に
再
申
請

の
用
紙
返
送
が
必
要
で
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

龍
郷
町
役
場
町
民
税
務
課

　
　

℡
69
‐
４
５
１
７

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
等
の
分
別
を

　

平
成
28
年
４
月
か
ら
、
カ
セ
ッ
ト
ボ

ン
ベ
や
エ
ア
ゾ
ー
ル
缶
の
ご
み
収
集
体

制
を
変
更
し
ま
す
。
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど

は
必
ず
中
身
を
使
い
切
り
、
透
明
の
ビ

ニ
ー
ル
袋
に
分
け
て
不
燃
ご
み
の
回
収

日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
変
更
は
、
全
国
で
カ
セ
ッ
ト

ボ
ン
ベ
の
穴
あ
け
が
原
因
と
み
ら
れ
る

火
災
に
よ
る
死
亡
事
故
が
繰
り
返
し
発

町
税
の
納
期
内
納
付
を

　

町
税
（
町
県
民
税
、
法
人
町
民
税
、

固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
）
と
国
民

健
康
保
険
税
は
、
定
め
ら
れ
た
納
期
限

ま
で
に
自
主
的
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

納
期
限
内
に
納
付
さ
れ
て
い
る
方
と

の
公
平
を
保
つ
た
め
、
納
期
限
後
に
納

付
さ
れ
る
方
は
、
納
期
限
後
の
日
数
に

応
じ
て
同
税
の
税
額
に
加
え
て
、
平
成

28
年
度
か
ら
延
滞
金
を
納
付
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

納
期
限
後
１
カ
月
以
内　

年
２
・
８
％

納
期
限
後
１
カ
月
以
後　

年
９
・
１
％

▼
お
問
い
合
わ
せ
先　

龍
郷
町
役
場
町

民
税
務
課
☎
６
９
‐
４
５
１
３

年
金
保
険
料
学
生
特
例

　

20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で
あ
っ
て

も
国
民
年
金
に
加
入
し
て
納
付
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
学
生
は

一
般
的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
本
人

の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
は
、
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る

大
学
（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、
高
等

生
し
た
た
め
の
改
善
で
す
。
他
の
不
燃

ご
み
と
混
ぜ
て
ご
み
を
出
す
と
、
収
集

車
の
中
で
破
裂
し
火
災
が
起
こ
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
ご
み
の
分
別
を
徹
底
し

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

龍
郷
町
役
場
生
活
環
境
課

　
　

℡
69
‐
４
５
２
５

警
察
官
募
集

　

鹿
児
島
県
警
察
本
部
は
、
平
成
28
年

度
の
警
察
官
（
大
学
卒
業
程
度
）
を
募

集
し
ま
す
。

▼
採
用
区
分

警
察
官
Ａ
（
男
性
、
女
性
、
武
道
）

▼
受
験
資
格

　

年
齢
…
昭
和
60
年
４
月
２
日
～
平
成

７
年
４
月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た
者

　

学
歴
…
４
年
制
大
学
を
卒
業
し
た
者

ま
た
は
平
成
29
年
３
月
末
ま
で
に
卒
業

見
込
み
の
者

▼
第
１
次
試
験　

平
成
28
年
５
月
８
日

▼
試
験
内
容　

教
養
、
論
文
、
身
体
一

般
検
査
、
実
技
（
武
道
の
み
）

▼
試
験
地　

鹿
児
島
市

▼
申
し
込
み
締
め
切
り

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

４
月
11
日

　

郵
送　

４
月
13
日
（
当
日
消
印
有
効
）

▼
お
問
い
合
わ
せ

　

鹿
児
島
県
警
察
本
部
警
務
課
採
用
係

　

☎
０
９
９
‐
２
０
６
‐
０
１
１
０

（
内
線
２
６
３
６
）

４
月
法
律
相
談

　

奄
美
市
と
鹿
児
島
県
弁
護
士
会
が
共

同
で
「
奄
美
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

▼
14
日
（
木
）
午
後
１
～
４
時
半

▼
21
日
（
木
）
午
前
９
時
半
～
11
時
半

▼
28
日
（
木
）
午
前
11
～
12
時

　
　
　
　
　
　

午
後
１
～
３
時
半

※
電
話
予
約
が
必
要
で
す
（
先
着
順
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

奄
美
市
役
所
市
民
協
働
推
進
課
市

民
生
活
係
☎
52
‐
１
１
１
１
（
内
線

１
７
１
５
・
１
７
１
６
）

訂
正
と
お
詫
び

　

広
報
た
つ
ご
う
２
月
号
７
ペ
ー
ジ
の

龍
郷
町
内
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
施
設
Ｍ
Ａ
Ｐ
の

記
事
中
、
「
肥
後
診
療
所
」
に
訂
正
し
、

お
詫
び
し
ま
す
。

　

　

お

知

ら

せ

案

内

板
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４
月
ど
ぅ
く
さ
会

　

高
齢
者
の
健
康
増
進
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
当
日
の
時
間
は
放
送
等
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

場所：各集落公民館など　時間：午前９時半 , 午後２時

日 行　事　名　等 時　　間 場　　所

1（金）  でぃでぃクラブ 13：30 どぅくさぁや館
6（水）  小中学校入学式 各学校
8（金）  でぃでぃクラブ 13：30

どぅくさぁや館14（木） 乳児健診 12：30
15（金） でぃでぃクラブ 13：30
20（水） たつごう在宅家族の会 13：30 肥後医院
22（金） でぃでぃクラブ 13：30

どぅくさぁや館
27（水） お腹スッキリ運動教室 19：30

28（木）
 歯科健診 13：00
 でぃでぃクラブ 13：30

・
山
田
武
和
さ
ん
（
故
山
田
サ
カ
さ
ん
）

秋
名
集
落
、
幾
里
集
落
、
社
会
福
祉
協
議
会

秋
名
稲
葉
会
、
幾
里
稲
穂
会

・
森
田
マ
ユ
ミ
さ
ん
（
故
中
田
政
輝
さ
ん
）

秋
名
集
落
、
社
会
福
祉
協
議
会

・
重
田
金
造
さ
ん
（
故
重
田
ス
イ
子
さ
ん
）

秋
名
集
落

・
小
牧
智
紗
登
さ
ん
（
故
小
牧
国
治
さ
ん
）

手
広
集
落

・
且
サ
ヨ
コ
さ
ん
（
故
且
繁
敏
さ
ん
）

社
会
福
祉
協
議
会

４
月
行
事
予
定
表

※行事は変更になる場合があります。あらかじめご確認ください。

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

【
２
月
届
出
】

重
山　

未みら
い来

田
畑　

奈な
な
か
々
花

山
田　

実み
な奈

　
（
敬
称
略
）

幾
里

瀬
留

下
戸
口

保
護
者
名

忠
幸

教
行

大
輔

ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

【
２
月
届
出
】

久
永　

勝
治

作
田　

喜
美
利

  

且     

繁
敏

向
井　

利
秋

  

泉     

佳
志

山
田
　
サ
カ

（
71
）

（
93
）

（
95
）

（
61
）

（
94
）

（
90
） 　

　
　
（
敬
称
略
）

赤
尾
木（
星
の
園
）

嘉
渡（
龍
郷
の
里
）

手
広

大
勝

浦
（
愛
寿
園
）

秋
名

香 

典 

返 

し 

お 

礼

　お酒の問題を１人で抱えていませんか？　ＡＡ（アルコホー

リクス・アノニマス＝無名のアルコール依存症者たち）のミー

ティングを龍郷町で定期的に開催しています。また、ＡＡあまみアダングループとＡＡ徳之島ア

イランドグループは「第３回ＡＡ奄美群島オープン・スピーカーズ・ミーティング」も開催します。

　【龍郷町会場】

　　▼毎月第２、４月曜日午後３時～同４時　▼玉里コミュニティーセンター

　【奄美群島ミーティング】（入場無料、予約不要）

　　▼平成 28 年４月 23 日午前 10 時～午後３時　▼名瀬公民館金久分館２階研修室

お問い合わせ先　ＡＡ九州・沖縄セントラルオフィス　☎０９９‐２４８‐００５７

アルコールの悩み共有
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と
の
親
睦
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
と
懇

親
会
＝
写
真
＝
を
実
施
し
、
交
流
を
深
め

ま
し
た
。龍

郷
町
へ
の
想
い

　

龍
郷
町
は
町
制
施
行
40
周
年
を
迎
え
、

今
年
３
月
は
奄
美
市
が
誕
生
し
て
満
10
年

を
迎
え
ま
し
た
。
人
事
異
動
で
笠
利
町
か

ら
名
瀬
へ
通
勤
す
る
職
員
も
増
え
た
一
方

で
、
龍
郷
町
に
住
み
、
名
瀬
へ
、
笠
利
へ

通
勤
す
る
職
員
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

龍
郷
町
は
、
空
港
に
も
近
く
交
通
の
利

便
性
が
良
い
こ
と
に
加
え
、
人
口
減
が
ほ

と
ん
ど
な
い
こ
と
で
、
全
国
か
ら
も
注
目

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
豊
年
祭
や
種
下

ろ
し
な
ど
の
伝
統
行
事
を
守
り
つ
つ
、
こ

れ
か
ら
の
奄
美
の
未
来
を
支
え
る
町
と
し

て
さ
ら
な
る
発
展
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま

す
。 　
　

執
筆
：
川
元
英
経（
中
勝
出
身
）

奄
美
市
役
所
龍
昇
会

　

奄
美
市
役
所
龍
昇
会
は
、
奄
美
市
役
所

に
勤
務
す
る
龍
郷
町
出
身
や
縁
故
者
の
職

員
で
構
成
さ
れ
、
現
在
の
会
員
数
は
約
70

名
で
す
。
相
互
の
親
睦
と
福
利
増
進
・
資

質
向
上
に
努
め
な
が
ら
、
市
政
の
発
展
に

尽
く
す
と
と
も
に
、
龍
郷
町
と
の
親
睦
交

流
を
図
り
、
郷
土
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

主
な
活
動

　

年
一
度
の
忘

年
会（
新
年
会
）

の
際
に
は
、
龍

郷
町
長
を
は
じ

め
職
員
を
招

き
、
情
報
交
換

に
努
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
昨

年
度
は
初
め
て

の
試
み
と
し

て
、
役
場
職
員

電
話

：
0997-62-3111　

Ｆ
Ａ

Ｘ
：

0997-62-2535
発

行
/

龍
郷

町
役

場
　

編
集

/
総

務
企

画
課

 

〒
894-0192　

鹿
児

島
県

大
島

郡
龍

郷
町

浦
110

番
地

【
Ｕ

Ｒ
Ｌ

】
http://w

w
w

.tow
n.tatsugo.lg.jp

【
E-M

ail】
info@

tow
n.tatsugo.lg.jp

3
M
arch

2016

　

全
国
各
地
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
「
龍
郷
町
」
の
出
身
者
。
こ
の
ペ
ー
ジ

で
は
、
郷
里
の
心
を
胸
に
活
動
す
る
郷
友
会
を
紹
介
し
ま
す
。

⑥
圓 和之

（円出身）
（玉里在住）

【会長】

満一歳になりました。

この子たちに誇れる町を

みんなでつくりましょう。

としま　れん　　　

Ｈ 27. 3.14　生

父 達也 / 母 千春  下戸口

登島 廉 くん

　いわきり    れん 　　　　

Ｈ 27.  3. 2　生

母 ゆりか 瀬留

岩切　琉 くん

せと　しょうすけ　　

Ｈ 27. 3.30　生

父 正文 / 母 未幸 瀬留

瀬戸 翔介 くん

  やすえ　  れ い あ　　　　　　

Ｈ 27. 3.29　生

父 真太郎 / 母 ひとみ 玉里

泰江 玲依愛 ちゃん

よしつ　たくま　 　　

Ｈ 27. 3. 7　生

父 智教 / 母 廉子 幾里

吉津 拓真 くん

しげやま つばさ　 　　

Ｈ 27. 3.30　生

母 沙弥佳 幾里

重山 翼 くん


